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は じめに

平成8年7月 に出 された第15期 中央教育審議会 の 「21世紀 を展望 した我が 国の教育 の在 り方

につ いて」 の答 申は、これか らの教育の在 り方 として 、ゆと りの中で生 きる力 を育成す る こ と

を提言 している。 また、国際化 、情報化、科学技術の発展等社会 の変化 に対応す る教育 の在 り

方や地域 に開かれた学校づ くりについて も提言 してい る。一方、理科教育及 び産業教育審 議会

で は、「今 後の専門高校 におけ る教育 の在 り方等 について」 の検討が行われてい る。

このよ うに専 門高校 の薪 しい在 り方が求め られる中、本研 究部会 は、今後の専 門高校 は社会

の変化 に対応す るこ とと開か れた学校 づ くりを推進 してい くことが最 も重要で ある と考 えた。

そ こで 、「社 会の変化 に対応 した職業教育の推進 と開かれた学校づ くり」 を研 究 テ ーマ と し、

「科学技術 の発 展 と職業教 育」、「環境問題 と職業教育」、「開かれた学 校づ くり」 の3分 野 につ

いて、都立の農業高校 と工業高校の実態調査及 び事例研 究 を行 うこ ととした。

○科学技術 の発展 と職業教育

科 学技術の発展 に対応す るためには、基礎 ・基本の育成 と技術革新 に対応で きる能力 と実践

的 な態度 を育て るこ とが必要である。そのため、各教科 ・科 目の指導 内容 ・方法 を工夫 し、施

設 ・設備の更新や新規導入 を行 うとともに、社会教育施設や企業 の研究所 な どとの連携 を図 る

な ど、 日常的 に先進的 な科学技術 に触 れるこ とがで きる教育条件 を整備することが重要である。

そ こで 、本研 究では 、都内の農業 ・工業 高校 での科学技術 の発展 に対応 した職業教育 につ い て

の取 組みの現 状、学校 外の施設等 との効果的 な連携 の在 り方、今後重視 して取組 むべ き課題 等

を明 らか にする ことと した。 また、科学技術の発展 に対応 した授業 の実践事 例 につい て研 究 し

た。

○環境 問題 と職業教育

オゾ ンホールの拡大 を防 ぐためのフロ ンガスの使用 禁止 や地球 の温暖化防止のための炭酸 ガ

スの排 出規制 な ど、環境 問題は今 や早急 に解決 を要 する国際的 な課題 とな り、各国が足並 み を

そろえてその対 策に取 り組 む ことが求め られている。環境問題 を解決す るため には、学校教 育

において、生徒 が環境 問題 に関す る認識 を深め、 自らが具体的 に解決 に取 り組む姿勢 をは ぐ く

む必要が ある。そこで、本研究 では都内の農業 ・工業高校の環境教育の現状 を把 握す ると とも

に、環境 問題 を取 り上 げた授業 の実践事例 を研 究 し、今後の環境教育の在 り方 を示唆す るこ と

とした。

○ 開かれた学校づ く り

専 門高校 は、 これ まで に も公 開講座や文化祭 な どに より、地域社会へ の学校 施設の開放や 専

門に関す る情報 の提供 を行 い、開かれた学校 づ くりに取 り組 んで きた。最 近では、地域 の人 材

の活用 や各種 イベ ン トへ の参加 な どによ り、地域社会 との連携 を進めて きてい る。そ こで、 本

研究で は、都 内の農業 ・工業高校 において、生徒 の専 門分野 に対す る興味 ・関心 を高め るため

に効果があ る と思 われる各種 イベ ン ト(競 技会 ・展示会)へ の参加が どの ように行 われ、 どの

よ うな教育効果 を上 げているのか を調査す るとともに、開かれた学校 づ くりの実践事 例 につ い

て研究 し、開かれた学校づ くりに効果的 な教育活動 につ いて明 らか にする ことと した。
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1社 会の変化に対応する教育

1科 学技術の発展 と職業教育

1研 究の趣 旨

第15期 中央教 育審議会 の 「21世紀 を展望 した我が 国の教育の在 り方 について」の答 申 にお

い て、「社会の変化 に対応する教育」が提言 されてい る。 これか らの変 化 の激 しい社 会 に対

応す るためには、国際 化、情報化 、科学技術の発展 、環境 問題 などに対応す る教育が重 要 で

あ る。科学技術 の発展 に対応す る教育 に関連 して、文 部省 では、平成8年 度 よ り青少年 の科

学技術へ の興 味 ・関心 を高 めるため、科学技術 ・理科 教育推進 のモ デル事業を実施 している。

しか し、職業教 育では、科学技術 の発展 に対応 した具 体的な指導例が少 ない。

そ こで、現在 、都立 の農業 ・工業高校 において 「科学技術 の発展 に対応 した職業教育」 が

どの ように取 り組 まれ、実施 されているか について、ア ンケー ト調査 を行 い、現状 の把 握 と

分析 を行った。そ して、農業 ・工業高校 にお ける科学技術 の発展 に対応 した職業教育 の進 め

方 について考 察 した。

〈研究 の方法 〉

ア ンケー ト調査 内容 授業実践と可能性
先 現 ま

行 ○科学技術教育への意識 ○基礎 ・基本の学習体験

調
○職業教育の実践状況

状

○企業 との連携(現 場見学) と
査

○条件整備の課題 分 ○ イベ ン ト見学 ・参加
研

○学校外施設との連携 ○市民講師制度の活用
究 析 め

○市民講師制度の活用状況 ○先端技術の体験学習

図1-1

2研 究の内容 と方法

(1)調 査対象

都立の農業高校 と工業高校の全学科の専 門教科担 当教員(各 学科1名)に アンケー ト調

査 を依頼 した。ア ンケー トの回収率 は82.3%で あ った。

表1-1ア ンケ ー ト調 査 対 象 校 ・学 科 及 び 回収 結 果

調 査 校 対象学科 回答校 回答学科

農業高校 9校 27学 科 4校 14学 科

工業高校 28校 120学 科 26校 107学 科

合 計 37校 147学 科 30校 121学 科
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(2>調 査 内容

ア 農業 ・工業高校 にお ける 「科学技術 の発展 に対応 した職業教育」 についての取組 み状

況

イ 職業教育 の実践 と条件整備の課題

ウ 東京都総合技術教育セ ンター、社会教育施設(博 物館等)、 企業 な どとの連携

工 市民講 師制度の 活用状況

(3)調 査時期

平成9年7月

(4)調 査方法

質問紙法 に よる調査(各 質問項 目は選択肢 よ り回答す る方法 または記入方式 と した)

3調 査結果 と考察

調査 した 「科学技術 の発展 に対応 した職業教育」へ の取組 み状況 は次の通 りであ った。

質問1「 科学技術の発展に対応 した職業教育の必要性 を感 じますか?」

科学技術の発展 に対応 した職業教育 の必

要 性 に対 す る教 師 の 意 識 は 、 「感 じる」 と

の 回 答 が63。6%と 最 も多 く、 続 い て 、 「強

く感 じる」 との 回答 が25.6%で あ っ た 。 合

わ せ て 約9割 の 教 師 が そ の必 要性 を感 じて

い た。

強く感じる

感じる

どちらとも言えない

㎜2臥6飴
一

一6翫6瓢
一

5.8%
iJ

0.0%25.0%

図1-2

50.0% 75.0%

質 問2

科 学 技術 へ の 興 味 ・関 心 の 育 成 に 、 「取

り組 ん で い る」 との 回 答 が65.3%と な っ て

い た 。 また 、 「積 極 的 に 取 り組 ん で い る 」

は10。7%で 、既 に多 数 の 学 校 で 取 り組 まれ

て い た 。 しか し、約2割 の学 科 で 取 り組 め

て い な い こ と も分 か っ た 。

「科学技術への興味 ・関心 の育成 に、 日頃、職業教育 で取 り組 んでい ます か?」

積極的に取組んでいる

取組んでいる

取組んでいない

その他

¥¥¥¥¥¥V

心10・7髄
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一65.3暢
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ロ
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ll

0.0%25.0%

図1-3
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質問3「 これか らの職業教育 において、『科学技術 の発展 に対応 した職業 教 育』

めに必要 な条件 は何 で ある とお考 えです か?」(複 数回答)

条件 整 備 と して は 「施 設 ・設 備 の充 実」

が66.1%と 最 も高 い 値 を示 した 。 続 い て 、

「教 材 ・教 具 の 開 発 」 が47.9%、 「指 導 方 法

の改 善 」 が44.6%、 「教 育 課 程 の 改 善 」 が

38.8%で あ っ た。

施設・設備の充実

教材・教具の開発

教育課程の改善

指導方法の改善

その他

を行 うた

0.0%25.0%

図1-4

50.0% 75.0%

一4一



質 問4「 科学技術の発展に対応 した職業教育 を実施 している 『科 目名』 をお答 え下 さい。」

また、「今後 、 どのよ うな 『科 目』 で実施 で きる と考 えますか?」(複 数回答)

実験・実習

製 図

課題研究

農桑情報処理
情報技術基硬

その他

o.o%

図1-5

25.0%50.0%

実施 している科目

75.0%

実験・実習

製 図

課題研究

農業情報処理
情報技術基礎

その他

0.OX25.OX50.OX

図1-6実 施が期待される科目

75.OX

「科 学 技 術 の発 展 に対 応 した職 業 教 育」 を実 施 して い る科 目は 、 「課 題 研 究 」 が 最 も高 く

67.4%で あ っ た 。 続 い て 、 「実 験 ・実 習」 が56.5%、 「農 業 情 報 処 理 ・情 報 技 術 基 礎 」 が40.2

%の 順 で あ っ た 。 さ らに 、 「製 図」 や そ れ以 外 の 多 くの科 目で も実 施 され て い た 。

また 、 「実 施 され て い る科 目」 と今 後 「実 施 が 期 待 され る科 目」 が ほ ぼ一致 した傾 向 とな っ

た 。

表1-2科 学 技 術 の発 展 に対 応 した職 業教 育 を実 施 して い る科 目 ・実 習 内 容

科

目

実
験
実
習

工業基礎 、 自動車工学 、計測 ・制御、電気基礎 、電力応用、通信技術

電子技術 、機械工作 、環境工学、農業基礎 、応用微生物 、栽培環境

食品流通 、園芸 デザ イ ン、生物工学基礎 、総合実習

新 素 材 実 習 、工 業 計 測 技 術 、CAD/CAM実 習 、電 子 実 習 、建 築 実 習

自動 車 実 習 、MCロ ボ ッ ト実 習 、 総合 実 習 、バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー実 習

グ ラフ イ ック ア ー ツ実 習 、金 型 実 習 、CAD実 習 、IC実 習 、測 量 実 習

電 気 実 習 、 マ シ ンク ラ フ ト実 習 、 コ ン ピュ ー タ応 用 実 習

質 問5「 先 端 技 術 の学 習 の た め に過 去5年 間 で導 入 した設 備 ・機 械 ・機 器 が あ ります か?」

ま た 、 「導 入 を希 望 す る設 備 ・機 械 ・機 器 は あ り ます か?」

表1-3導 入 済 み設 備 ・機 械 ・機 器 名 表1-4導 入 を希 望 す る設 備 ・機 械 ・機 器 名

導入済み設備 ・機械 ・機器名

引張試験機、三次元切削加工機、イントラネッ ト対応パ ソコン

NC彫 刻機、電子モ ジュール設計製作装置、燃焼解析実験装置

バイオ トロ ン、 トータルステーション、液体 クロマ トグラフィー

放電加工機、プ リン ト基盤製作装置、気象衛星受信実習装置

三次元測定磯、 クリーンルーム、凍結乾燥機、CAD装 置

パワーエレクト17ニクスシステム実習装置、NCフ ライス盤

CAD/CAMシ ステム、FA実 験装置、ロボットシステム

CNC旋 盤、ハ イビジョン実習装置、シーケンス制御実習装置

光通信実験装置、製茶プラント、電子計算組織、タワークレー ン

エンジンァナライザー、 トータルスキャナー、CNCフ ライス盤

内燃機関性能総合試験装置、MC、 ワイヤーカット放電加工機

導入を希望する設備 ・機械 ・機器名

GCマ ス、新素材 プリン ト、 スケール ミル、 自動制御実習装置

自動制御装置、 リニアモーターカー、画像形成機器、放電加工機

マルチメデイァ装置、MC用 コンピュータシステム、バ ックホー

ロボ ットシステム、 シーケ ンス制御実習装置、FA実 験装置

電気泳動装置、バーチャル リャリティーシステム、パソコン装置

陶芸設備、ウオータージェット加工機、A/D変 換装置

電子計算機組織、太陽光発電実習装置、パソコン通信 システム

バイオ トロン、ク リーンベンチ、倉庫管理システム、精密加工機

電子顕微鏡、バイオ実験装置、GPS測 量機器 、CAD装 置

DNA分 析装置、気象衛星受信実習装置、ネッ トワークシステム

CAD/CAMシ ステム、 レーザー加工機

各学科 ともCADや 自動制御の機器 、各学科 の特徴 に基づ いた先端機器 の導入が望 まれ て

い た。導 入 したい理 由 としては、既存設備の老朽化や最新 の技術 ・設備の導入が挙 げ られ て

いた。
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質問6「 科学技術の体験の場 と して、学校外で どのよ うな施設 を利用 してい ます か?」

また、「その実施学年 をお答 え下 さい」(複 数回答)

学校外施設 の利用 は、1学 年では 「社会
3学年

教 育 施 設(博 物 館 等)」 の利 用 が 多 か っ た 。

2学 年 で は 「企 業 ・工 場 ・研 究所 」 の 利 用

が 多 か った 。3学 年 で は 、 「東 京 都 総 合 技

術 教 育 セ ン ター 」 の利 用 が多 か っ た。

学 年 の進 行 に伴 い専 門 に 関係 した施 設 の

利 用 が増 え る 傾 向 にあ る 。

質 問7

「専 門全 体 の興 味 ・関心 」 の向 上 の た め

が59.8%と 多 く、 体 験 学 習 と して 位 置 付 け

て 行 わ れ て い た 。

また 、 「レポ ー ト提 出 ・発 表」 に よ っ て 、

体験 した 内容の 理解 を深 め てい る例 が多 かっ

た 。

2学 年

1学 年

4.3°K

13.0%

8.7%

8.7%

田東京都総合教育技術センター

ロ社会教育施設(博 物館 等)

e企 業・工場 ・研究所

■その他

図1-7

「学校 外施設 の利用 を、どの よ うに授業 に活用 してい ますか?」(複 数回答)

レポート提出・発表

授業内容の理解

興味・関心

関連づけていない

その他

0.0%25.0%

図1-8

50.0% 75.0瓢

質問8「 学校外施設 の利用 により、生徒 の学習効果 は上 が りま したか?」(複 数 回答)

学校外施設 の利用 に よる生徒の学 習効果

は 、「大 変 効 果 が あ る」7.6%、 「効 果 が あ

る」33.7%を 合 わ せ て約4割 が 効 果 が あ る

と回 答 した 。 そ れ ほ ど効 果 が上 が っ て い な

い との 回 答 も比 較 的 多 く、 学校 外 施 設 の 利

用 に 当た って は、 学 習 へ の 結 び付 け を 図 る

こ とが 課 題 で あ る。

質 問9

市 民 講 師 制 度 を 「活 用 して い る」 が 全 体

の22.3%で あ っ た 。

また 、 「今 後 検 討 した い」 が14.0%と 少

な く、市 民 講 師制 度 が 普 及 して い な い現 状

が あ る 。

大変効果がある

効果がある

やや効果がある

あまり効果がない

その他

o.ox

「市民講師制 度 を活用 しています か?」

一

燃 §7.6%

一

33.7%

,

1.1%

¥¥¥ III

活用している

活用していない

今後検討したい

10.0%20.0%30.0%40.0%

図1-9
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¥¥¥¥¥¥¥,4.ox I

o.ox20.ox

図1-10

40.0% 80.0%

質 問10

「市 民 講 師」 を登 用 して授 業 を行 っ た結

果 、 「大 変 効 果 が あ った 」 が48.1%、 「効 果

が あ る」 が51.9%で あ った 。 市 民 講 師 の評

価 は高 い と考 え られ る 。

「市 民講 師制 度の活用 は、職業教 育において効果が上が りますか?」

大変効果がある

効果がある

あまり効果がない

o.oz20.ox

図1-11

一 一 柵
一

㎜ ㎜ ㎜ ㎜5…1
一

〇.ox
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40.0% 60.0%
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質 問11

こ とは何 か お答 え下 さい 。」(複 数 回 答)

魅 力 あ る授 業 を展 開 す る た め に必 要 な こ

と は 、 「新 しい 技 術 の 体 験 」 が59.5%と 最

も多 く、続 い て 、 「教 材 開 発 」 が56.2%、

「研 修へ の 参 加 」 が43.0%、 「指導 法 の工夫 」

が38。0%で あ り、 これ らの 重 要 性 が 指 摘 さ

れ た。

「科学技術 の発展 に対応 した魅力 ある授業 を展 開するために、指導上 で特 に必 要 な

教材開発

指導工夫

新しい技術の体験

研修への参加

その他

o.ox 25.0%

図1-12

50.0% 75.0%

卑

業 を行 う。 ノ ミ、 鋸 、 墨 壷 の 熟練 した 扱

い に は 、 本 職 の 腕 が 光 り、 実 際 の技 術 に

ふ れ る生 徒 の 目は真 剣 そ の もの で あ る 。 写真1-1

基 礎 ・基 本 的 な技 術 の 習得 を 目的 と して、1学 年 で この制 度 を活 用 して3年 が経 過 した

が 、生 徒 の ア ンケ ー ト調 査 で は 、図1-13の よ うな結 果 が 得 られ た 。

市 民 講 師 との学 習 体 験

1.市 民講師の方と学習して、どのように感じましたか?

ア.大 変よいと感じた イ.よ いと感じた ウ.よ いと感じない

㎜ ㎜ 皿皿 皿盟 罰 皿㎜ ㎜[20.3%。7.
2.専 門の技能に、興味 ・関心が高まりましたか?

ア,大 変興味・関心が高まった イ.興 味 ・関心が高まった ウ.あ まり高まらない

ア413% イ513% ウ74%

3,職 巣教育の基礎 ・甚本に役立ちましたか?

ア,大 変役立った イ.役 立った ウ.あ まり役立たなかった

ア655% イ243%ウ96%

図1-13

市 民 講 師 を活用 した授 業 に対 し、 「大 変 よい と感 じた」 は約8割 の 回 答 を 得 た 。 また 、

「興 味 ・関 心 を持 った 」 は9割 以 上 の 回 答 を得 た 。 こ の結 果 か ら 、 市 民 講 師 を 登 用 した授

業 を行 うこ とに よ り、生 徒 の興 味 ・関 心 ・意 欲 を高 め 、技 術 の 習 得が 出 来た と考 え られ る。

3学 年 で は市 民 講 師 の現 場 の見 学 を実 施 した 。 市 民 講 師 と連携 し、実 際 の 仕事 場 を 見学

す る こ とは 、 「開 か れ た 学 校 づ く り」 に結 び付 くと考 え られ る。 今 後 は 、 よ り幅 広 い 分 野

で 、 この 制 度 の活 用 を検 討 して い きた い 。
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(2)事 例2校 外 学 習 を通 して

都 立B工 業 高 校 で は 第1学 年 の全 ての 学科 の生 徒 が 、1年 間 に1回 、 各 ク ラス ご と に、

「社 会 工 場 見学 」 と して 、 イベ ン トや企 業 見 学 な どの体 験 学 習 を行 っ て い る 。 今 年 度 は 、

幕 張 で 行 わ れ た 「東 京 モ ー ター シ ョー」 を見 学 した 。 この 事 例 につ い て研 究 した 。

見 学 に 当 た り、事 前 調 査 と して 、生 徒 の興 味 ・関心 や 、 基 礎 知 識 を中 心 にア ンケ ー ト調

査 を行 っ た 。 また 、 見 学 後 に 、見 学 した 内容 の理 解 度 、内 容 に対 す る興 味 ・関心 ・意 欲 、

生徒 各 自の 進 路 決 定 へ の 参 考 の程 度 な ど につ い て ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た 。

見 学 前 の 調 査 で は、 見 学 内容 につ いて は29.1%の 生徒 が 「よ く知 らな い」 と 回 答 し、 専

門知 識 につ い て は 、

32.3%の 生 徒 が 「よ

く知 らない 」 と回 答

した。 実 施 後 の調 査

で は 、見 学 内容 に つ

いて は 「よ く理 解 で

きた」 と 「理 解 で き

た」 を合 わ せ て89.9

%、 自分 の 進 路 決 定

へ の 参 考 の 程 度 は 、

「か な り役 立 つ 」 と

「少 し役 立 つ 」 を合

わせ て93.2%で あ っ

た 。 図1-14

この こ とか ら、企 業 ・工 場 ・博 物 館 な どの施 設 を利 用 した 体験 学 習 は 教 育 効 果 が極 め て

高 い と思 わ れ る 。 そ の た め 、今 後 も学校 外 の体 験 学 習 が 積 極 的 に行 わ れ て い くで あ ろ う と

考 え られ る 。今 後 の課 題 と して は、 体験 学 習 につ い ての事 前 調査 の在 り方 や体 験 学 習 後 の

指 導 法 の工 夫 な どが考 え られ る。

(3>事 例31Cの 実験 装 置 の製 作 と実験 を通 して

都 立C工 業 高校 機 械 科3学 年 の 「実 習」 にお い て 、IC(集 積 回路)の 実験 装 置 製 作 の

授 業 を行 っ た 。ICの 実験 は 、計 測 ・自動 制 御 の分 野 で 取 り扱 わ れ て お り、本事 例 で は 、

電子 部 品 の 理解 を深 め る 方法 と して 、 簡単 な実

験 装 置 を作 り、AND・OR・NOTな どのI

Cの 特 性 を 知 るた め の 基礎 実 験 を行 った 。

授 業前 の 調査 で は 、 ほ ぼ全 員 の生 徒 がICに

つ い て 「よ く分 か ら ない」 と回答 してい た 。

授 業 後 の 調 査 で は 、 全員 がICの 性 質 につ い

て 「理 解 で きた 」 又 は 「だ い た い理 解 で きた」 写真1-2

と回 答 した 。 また 、授 業 につ い て 、全 員 が 「興 味 ・関心 を もった 」 と回 答 した 。

この授 業 実 践 か ら、科 学 技 術 の 発 展 に伴 う要 素 や新 しい 技 術 の 習 得 には、生徒 に とって 、

事前 調査

i.見 学するイベント内容についてよく知っていますか?

ア.よく知っている イ.少し知っている ウ,よく知らない

lll器:4%III・ ・1.・…9.1%

2.見 学内容について、どの程度の専門知識を知っていますか?

ア.よく知っている イ.少 し知っている ウ.よく知らない

}匿:9.7%・ ・・… 一 ウ32.3%一'

事 後調査

7見 学内容について、どの程度の専門知識が理解できましたか?

ア.よく理解できた イ.理解できた ウ.分 からなかった

11111匿:23.3%・ ・6.・・ ・ ・…1

2.今 回の見学(体 験)は、自分の進路に役立ったと思いますか?

ア,か なり役立つ イ.少 し役立つ ウ.それほどでもない

1冊ll聡 器 訓lllm・ ・9.…s.awe
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分か りやす く、興味 ・関心 ・意欲が もてる ような基礎教材の活用 や、指導法 の工 夫が必 要

であ るこ とが分 かった。今 後 は、様々な要素 について 、教材の開発 を行 うとともに、指 導

方法の工夫 を行 うこ とが必要であ る。 また、基礎実験で得た知識 や技術 をどう発展 させ て

い くかの検討 も必要であ る。

5研 究の まとめ

今 回の研 究か ら分か った ことは、科学技術 の発展 に応 じた教 育の必要性 を多 くの専 門高校

の教師が感 じてい ることである。そ して、科 学技術 の発 展 に応 じた教育 を展 開す るため 、

「実験 ・実習」、「課題研究」等 の体験 ・経験 型の科 目での取組みが なされてい ることであ る。

また、情報 処理能力 を育成するため、「農業情報処理」、「情報技術 基礎 」 に も期待 が もた れ

ている。

科学技術 を体験 す る場 と して活用 されている学校外 の施設 は、1学 年 では、社会教育 施 設

(博物館等)が 多 い。2学 年以上で は、専 門分野 の学習 に関連 し、将 来の 進路 選択 の資 料 と

なる こともあって、企 業 ・工場 ・研究所の利用が多か った。学校外の施設を利用するに当たっ

て は、今後 、 よ り一層 、 これ までの学習 との連携 を図る ことが課題 である。

「市民講 師制 度の活用」 は学習効果が大 きい。企業 の技術者 や地域 の専 門家 を招 くことか

ら、専 門的 な知 識 ・技術 の習得 に非常 に効果が上が り、生徒 の興味 ・関心 ・意欲 を引 き出 し、

魅力的 な授業 の展 開が期待 で きる。

科学技術の発展 に対応 した教育 を行 うため に、先端 的で高度 な機器 を整備す るこ とが 必要

であ る。それ に伴 い、教 師には、研修参加 による専 門的力量の向上、指導方法の工夫、教 材

開発 な どが必要 になる。また、学校内の施設では不十分 な分野の指導 を企 業 ・工場 ・研 究所

の見学等で補 うとともに、学校外の優 れた人材 を市民講 師 として招へい し、 これ らを図1-

15の ように有機 的に結 び付 ける教育 システム を作 り上 げるこ とが必要であ ると考 える。

専門高校 地 域

学 習

○興味 ・関心

○基礎 ・基本

○応用 ・発 展
施設等

○社会教 育施設

○企業 ・現場見学

○東京都総合技術教育

セ ンター

設 備

○基礎工学機器

○実験装置 ・実習機械

○先端技術機器
人

○市民講師

○講演会

教 師

○研修

○指導方法の工夫

○教材開発

イ ベ ン ト ○ イベ ン ト参 加 ・見 学

学 校 ○学校間連携

図1-15科 学技術教育の育成 ・連携の概念図
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2環 境問題と職業教育

1研 究の趣 旨

第15期 中央教育審議会 において、「社会 の変化 に対応する教育」 が提言 され、 国際化 、 情

報化、科学技術の発展 とともに環境 問題が挙げ られている。社会経済活 動の拡大 や人口 の増

大 は、環境の持つ復元能力 を超 え、地球温暖化、オゾ ン層破壊、砂漠 化な ど、人類 の生存 基

盤であ る地球環境その ものに、取 り返 しのつかない影響 を及 ぼす恐れ を生 じさせ ている。 こ

の ような環境問題 に対 応するためには、各国が地球規模で協調 し、取組 み を進める必要が あ

る。そ して我 々は、人間 と環境 の関わ りについて理解 を深め、 自然 と共 生 し、身近な とこ ろ

か ら、具体的 な行動 をとることが求 め られている。このように環境 問題 は、極 めて幅広 い問

題であ るため 、環境教育 も、その対象 は身近な問題 か ら地球規模の問題 まで広が りをもち、

その学習領域 も自然科 学 ・社会科学 の分野か ら一人一人の感性や心の問題 にまで及んでいる。

現 在、専門高校 においては、環境教育 は十分 な学習体系 を整 えてお らず、環境 問題 に関す

る内容 は様々 な科 目の中で部分的 に取 り扱われているに とどまっているのが現状 である。 ま

た、生徒 が環境 問題 に興味 ・関心 を持 っていて も、系統的 な学習 をする ことがで きず、 よ り

深い学 習が望めない状 況 にある。これは、教師の環境 問題 に対す る認識 の相違や教材 不足 に

よるもの と考 えられる。そ こで本研究で は、農業 ・工業高校の教師及び生徒 に環境 問題 に関

す るアンケー ト調査 を実施 し、今後環境問題 を学習 してい く上で、 どの ような配慮が必要 か

を検討す ること とした。

2研 究の内容 と方法

(t)調 査対象

教師については、農業 ・工業高校の全学科 にア ンケー ト調査 を依頼 し、各学科代 表1名

に回答 して も らった。生徒 につ いては、農業 ・工業高校の うち、研 究員所属 の13校 に ア

ンケー ト調査 を依頼 し、第3学 年全員 に回答 して もらった。

表1-5ア ンケ ー ト調査校 と回答者数

調査校 回答者数 合 計

教 師
農業高校9校 15名

75名
工業高校28校 60名

生 徒
農業高校2校 237名

972名
工業高校11校 735名

② 調査内容

ア 教師へのア ンケー ト

① 自然破壊 の主 な原因 と環境教育の必要性

② 環境教育 を実施 している場合 、その取組 み内容 と問題点

イ 生徒へのア ンケー ト

① 環境問題 に対す る関心度及 び認知度

② 環境問題 に関 して今 後学習 したい内容
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3調 査結果 と考 察

(1}環 境問題 に対 する関心度

「環境 問題に関心 があ りますか」 とい う設問に対 する生徒 の回答 を図1-16に 示す 。

生徒 の7割 弱が 「関心 がある」 と答 えてお り、農業 高校 の生徒 の方が工業高校 の生 徒 よ

りも環境 に対する関心 が高かった(図1-17)。 中で も林業科 、 農業 土木 科 、 園芸科 の生

徒 の関心度 が高かった。 これは、農業高校の学習内容 が、 自然 を対象 とし、環境 問題 に関

連 しているため と考え られる。

環境問題に関心があるか

口関心がある

■関心がない

図1-16図1-17

(2)自 然 破 壊 の 主 な原 因

「自然破 壊 の 主 な 原 因 は何 で す か」 とい う設 問 に対 し、 教 師 と生徒 の ア ンケ ー ト結 果 は

次 の 通 りで あ った(図1-18)。

家庭ゴミ

緑地の減少

地球温暖化

産業廃棄物

乱開発

水質汚染

大気汚染

酸性雨

自然破壊の主原因は何か

図1-18

教 師 、生 徒 と もに大 気 汚 染 を第 一位 に挙 げ て い る 。近 年 マ ス コ ミ等 に多 く取 り上 げ ら れ

て い るた め か 、 フ ロ ン ガス ・ダ イオ キ シ ン問題 な どを含 め た 大 気 汚 染 に関 す る認 知 度 が 高

か った 。 教 師 、生 徒 間 で 相 違 が 見 られ た の は 、 「乱 開 発」、「産業 廃 棄 物 」、 「家 庭 ご み 」 で

あ った 。 「産業 廃 棄 物 」 と 「家 庭 ごみ 」 は、 い ず れ も廃 棄 物 と して捉 え る こ とが で きる が 、

生 徒 は よ り身 近 な レベ ル で の 意 識 が高 い こ とが 分 か る。今 後 、 ごみ 問 題 に関 して は、 ダ イ
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オキシ ンな どの大気汚染 との関連性 を学習す る必要があ り、分別 回収 ・リサ イクル に よる

ゴ ミの減量化 を推進 してい く上 で も重要 な課題 となる。「乱開発」 は、抽象的な言葉であっ

たため か生徒 の認知度 は低か った。今後 、「乱 開発」が 自然破壊 につ なが るこ と も学習 さ

せ る必要が ある。

(3)環 境問題 について授業 を行 った結果

「授業 で環境問題 を扱 った際、生徒の反 応

は どうですか」 につ いての アンケー ト調査 の

結果 を図1-19に 示す。

約8割 の教 師が 「生徒の関心 が高 まった」

と答 えてい た。環境問題 を授業 で扱 うこ とに

よ り、生徒 の環境問題への意識 を高め るこ と

がで きるこ とが分か った。今後 、教材 を充 実

し指導方法 を整 える ことに より、さらに高 い

効果が得 られ ると考 えられる。

高 まったとは

言えない
14%

わからない
7%

高 まった

79%

図1-19

(4>環 境 教育の問題点

環 境問題 をテーマに授業 を行 った(又 は行 いたい)教 師に、環境教育 を行 う上 での問題

点 を記述 して もらった。その結果 を表1-6に 示す。

表1-6指 導上の問題点

① 指導方法に関するもの ② 教材 ・資料に関するもの ③ そ の 他

・一方的な立場で指導 して しまう。 ・使いやすい教科書がない。 ・時 間の余裕が ない。

・導 入が難 しい
。 ・実習用の教材研究が困難である。 ・範囲が広くて授業では追いつかない。

・複雑な要因の掘 り下げが難 しい。 ・ビデ オソフ トが不足 してい る
。

・教科間の位置付けや分担が難 しい。

・客観的に伝えることが難 しい。

・興味を示さない生徒に対する指導が難しい。

・施設見学の機会を与えたい。

・長期の観測や実験の継続が困難
。

指導上 の問題 点 と して、「客観的に伝 えることが難 しい」や 「一方 的 な立場 で指 導 して

しまう」 な ど、指導上 の難 しさを感 じる教師が多か った。 また 、 「使 いや す い教科 書が な

い」 な ど、教材 ・資料 に関す る ものや、「時間の余裕 がない」 や 「指導 範 囲が 広 く授業 で

は追いつかない」な どの問題点 を指摘 する もの もあ った。 こう した問題 点 を十 分検討 し、

今 後の環境教育 を進 める必要が ある。

(5)今 後学習 したい内容

生徒 の身近な ことや興味 ・関心のある ことか ら環境教育 を始めるためには、教師 は生徒

の関心 を把握 し、 これに即 した指導 をする必要があ る。そ こで 「今後 どのよ うな環境 問題

を勉強 したいですか」 というア ンケー ト調査 の結果 を図1-20に 示す。
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今後勉強したい内容

図1-20

「大気汚染 」が学 習 したい項 目の第1位 であ り、次いで 「地球温暖化」、「乱 開発」 な ど

も関心 が高 かった。特 に 「地球温暖化」 や 「乱開発 」は、図1-18に 示 される ように、 こ

れ らを自然破 壊の主 な原因 として挙 げていた生徒は1割 弱だった。 しか し 「地球温 暖化」

や 「乱 開発」 には、多 くの生徒 が強い関心 を もってお り、今後勉 強 したい内容 として挙 げ

ていた。 この ように、生徒 が新たに関心 を もちは じめた項 目を授業 に取 り入 れてい くこ と

は大 切であ る。

4事 例研 究

(t)事 例1廃 材の有効利用 を目指 して

都 立D工 業 高校 で は、環境教育 を推進 するに当た って生徒 の身近 な問題点に着 目 し、今

まで ゴ ミと して捨て られていた り、焼却 された りしていた廃 材の再利用 化 を模 索 した。 都

立E農 業高校 か ら提供 を受けた ヒノキの廃材 を教材 に して、「課題 研 究」 にお いて 、研 究

に取 り組 んだ。

生徒 か ら、 「ヒノキの風 呂桶 が腐 らない

のはなぜ か」、「遺跡か ら発 掘 される ヒノキ

が原形 をとどめて い るのは なぜ か」、 「木

の香 りの心 地 よさは なぜ か」な どの疑 問が

出た。 これ らの ことについて検討 を重 ね た

結果、 ヒノキ特有の においが腐 らない役 目

を している との仮説 を立て、 このにおい の

成分抽 出実験 に取 り組んだ。

教科書やテキ ス トが ない ところか らの ス

ター トであ るため、文献調査か ら始 めた。

においの成分の抽出の方法、 ヒノキの試 料 写真1-3
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化 、適 当な溶媒 の選定 、抽 出液の利用 法、

抽 出後 の廃材 の処理法 など、調査量が 多 い

に もかかわ らず生徒 は真剣 に取 り組 んだ。

にお いの成分が 、 ヒノキチ オール と呼 ば

れる物 質であるこ とや、 これ には抗菌 ・殺

菌の性質が あるこ とが分か った。 この性 質

を利用 して、アルコール に溶か して ヒノ キ

の香 りがす る殺菌剤 に利用で きるこ と、廃

油 を原料 として製造 してい るセ ッケ ンに添

加 して殺菌力が強い とい う付加価値が 得 ら

れ るな どが発展的に理解 で きた。

さらにヒノキチ オール抽 出後 の廃材 は、

抗菌 ・殺 菌成分が抽出 されているので 、土

に戻せ る ことも推 測で きた。

抽出実験 は、連続的 に長時間行 う根気 の

い る操作 であ るが、 ヒノキのチ ップを作 る

作業 を改善 した り、溶媒 を選定 した りして、

実験 を行いなが ら自ら考 える能力を養った。

また、最近で は森林浴やア ロマテラ ピー

など、 自然回帰の ため に環境 に興味 ・関心

をもつ生徒 が増えて きた。

この ように、身近 な環境 問題 について、

写真1-4

写 真1-5

実験 ・実 習 を継 続 的 に行 うこ とに よっ て 、生 徒 自 らが 課 題 を設 定 し、解 決 す べ き方 策 を見

つ け 出 す こ とが で きる と考 え る。

(2)事 例2身 近な環境問題の調査 ・研究

都立E農 業 高校 では、「課題研究」で生徒の身近な環境問題 を取 り上 げ 、調査研 究及 び

論 文発表 を行 うことに より環境教育 を実践 してい る。今 までの環境教育が教 師か らの知識

の伝達 が多 か った ことを考慮 し、生徒 自身による課題の設定 と資料等 の収集 を留 意 して指

導 した。 また、現在注 目されてい る環境 問題が、生徒が これまで学習 して きた 「農業基礎」、

「育林」、「造 園計画」 などの専 門科 目といか に関連 しているか を理解 させ る こ とに重 点 を

置いた。

1学 期 は ビデオや レーザ ーデ ィス クな どを用い て環境問題全般 を学習 させ た。 また、生

徒 の興味 ・関心 を引 き出す ため に、生徒 に感想 を発表 させ、それぞれの考 え方 を確認 させ

た。

研究 テーマの決定 は1学 期末 まで とし、夏休み を利用 してテーマ と関連 した資料 の収 集

を行 った。 また、夏休み 中に一度中間報告 の 日を設け、各 人の進行状況 を確認す る とと も

に、資料収集 に関す るア ドバ イス を行った。
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緊

生徒Aは 「安全 な水 道水 を飲 むため に」 とい う子一マを設定 し、在住 してい る市 の水路

清流 課で聞 き取 り調査 を行 った。そ して、市内にある4カ 所の浄水場 を調査 し、 日常 使用

している水 道水 の現状 を把握 した。生徒Bは 「ゴミの行方 について」 とい うテーマを設定

し、 自分 たちの出す ごみが どの ような過程 を経 て どこにた どり着 くのか 、また どの様 に処

理 されているのか を調べ るために、市役所の清掃課 、ゴ ミ焼却場 、処分場な どを調査 した。

2学 期 は、夏休 みの問に収集 した資料 をもとに文章 を作成す る とと もに、11月 に予 定 さ

れている文 化祭 での口頭発表 の準備 を行 った。論 文の内容 を模造紙 にま とめ 、図 や表 を作

成 して一般 の人に理解 して もらえるように工夫 した。文化祭 での 中間発表で は、生徒 は緊

張 した表情 で、一般 の来校者 の前で発表 し質問に答 えていた。

表1-7年 間指導計画

指 導 項 目 指 導 内 容

○文章読解 ・文章 を読 ませ 、理解 のポイ ン トを指導す る。

1 ○文章構成 ・段落や節 、序論 、本論 、終論 などを理解 させ る。

学 ○環境問題に関する ・現在注 目されている環境問題 を学習 させ る。

期 基礎的な学習

○研究テーマの決定 ・自分の取 り組 むテーマ と内容 を決定 させる。

夏 ○資料収集
・図書館、市役所等で資料収集をさせ る。

休 ○文章作成 ・論 文の作成 を開始 させ る。

み

2 ○文章修正 ・毎時の進行状況を報告させ、文章を修正 させる。
,

○資料再収集 ・追加資料等 を収集 させ る。

3
○中間発表 ・文化祭で 口頭発表 させ る。

学 ○発表資料作成 ・発表用資料を模造紙に書かせる。

期 ○論文発表 ・発表 を行い質疑応 答を させ る。

調査研 究 を行 った生徒 の 感想 は、 「毎 日

飲 んでいる水 道水 は、実 は とて も危険 であ

り、飲 むのが 怖 くなった」、「日常平気 で捨

てているゴ ミか らとて も有毒 な化学物 質が

作 り出 される ことが分 かった」、「都市化 さ

れた便利 な社 会が実 は危険 であるこ とが 分

かった」 な どであった。

マス メデ ィア等 に よ り環境 問題 に関す る

情報は氾濫 しているが、生徒は自ら研究テー

マ を設定 し、身近 な環境問題について調査 ・

研究 を行 うこ とに よ り、環境 問題 をよ り一 写真1-6

層 身近 に感 じる こ とが で き た。 また 、実 際 に現 場 を見 る こ と に よ り、 環 境 問 題 に対 して 興

味 ・関 心 を高 め る と と もに、 日常生 活 を省 み る機 会 を得 た 。
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学校教育 において、生徒 に環境問題 を理解 させ ることは重 要な課題 である。 しか し、 そ

の内容 は広範 に渡 り、一つ一つ の問題は複雑 である。農業高校 における学習 内容 は環境 問

題 と深 く関連 してお り、生徒 は調査 ・研 究 を行 うに連 れてその関連性 と重要性 を理解 した。

今 後 、環境問題 を生徒 に理解 させ るため には、各教科の有機的な連携 が必要 であ る。

5研 究の まとめ

今 回の ア ンケー ト結果か ら、環境問題 に対 しては生徒 も教師 も関心が高 く、環境 教育 の必

要性が強 く感 じられ た。環境教育 を導入す るために困難 なことは、 「一 方的 な立場 で指導 し

て しまう」 という指導方法 に関する ものか ら、「使いやすい教材 が ない」 とい う情報 面 まで

多様であ る。 これ は環境問題 が地球規模の問題であ り、相互関係の強い ものであることか ら、

「どこか ら着手 し、 どこまで教 えれば よいのか」、「個人的 な価 値観 で指導 して い るので は な

いか」 など、教師が大 きな迷いを もつためである。また、環境問題は多 くの領域 に影響 を及

ぼ してい るため、単一教科 に よる教育が困難であるこ とな どもその原因 となってい る。

指導方法 に関 して は、教師の独 断や個人的な価値観の反映 を回避す るため に、教師 と生徒

の認識の違い を十分 に把握 し、生徒が今 後学習 したい内容 と関連 させ、生徒 の関心のあ る項

目か ら指導 してい くことが大切 である。

事 例研 究か らは、農業 ・工業高校で は専 門教科 の実験 ・実習 を通 して、体験 的な環境教 育

を実践す ることが可能であるこ とが分かった。生徒 は、これ らの環境問題 に関す る学習 を通

して、地球温 暖化、 オゾン層 の破壊 、酸性 雨 など地球規模の環境問題 を理解す るとと もに、

地域 でのボ ランテ ィア活動 、 日常 の消費生活等 を通 して、大気汚染 、騒音 問題、 ゴミ処理 と

いった身近な環境 問題 を理解す る必要がある。

今 日の高校 教育 には、 これ らの課題 を解決 し、 よりよい環境 を創造す るため に実際 に行 動

で きる力 を身 に付 けた人材 を育成す ることが求め られて いる。専 門高校 において、知識 ・技

術 をもとに具 体的 に行動で きる生徒 を育成するためには、環境教育のための十分な学習 時間

を確 保する ことや、身近で タイム リーな教材 の導入 、体系的 な授 業内容 の組 立てや教科 問の

連携 が必要であ る。 さらに、最先端の分析機 器の導入や 、それ らを活用 して生徒 の興味 ・関

心 に即 した学 習指導 を行 うため の教員の研 修の機会 も必要であ る。

また、環境 問題 に取 り組 むには、Thinkglobally,actlocally.(地 球 規模 で 考 え、 地域 で

行動 する。)と い う姿勢が必要 とされる。現在の さまざまな環境 問題 は 、社 会 の経済 システ

ムや個人の生活 ス タイルに深 く根 ざ した ものであるため 、家庭 や地域 社会 と連携 した環境 教

育 の推 進が必 要である。

これか らの専 門高校は、生徒 の環境教育 を担 うだけで な く、地域 の環境 教育 を担わ なけれ

ばばな らない。現在、個々の教 師の工夫や努力に よって進め られてい る環境 教育の様 々な内

容 を集約する とともに、新 しい教科の設置や体系 的な教育課程の編成が必要であ る。
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野

H開 かれた学校 づ くり

一 イベ ン トを取 り入 れた教育活動の効果 と影響 に関 する調査 ・分析 一

1研 究の趣 旨

専 門高校で は、そ れぞ れの分野の基礎 ・基本 と実践的技術 を修得 した有為 な人材を育成 し、

産業社会の発展 に貢献 し、わが国の経 済基盤 を支 えて きた。特 に、地場 産業 と密接 に結 びつ

きなが ら地域社会か ら信頼 と期待 を受けて きた。

しか し、産業構 造の変化 に伴 い地場 産業が縮小す るなかで、次 第に専 門高校 は地域 か ら離

れて しまった。特 に大都市圏 においては、この傾向が強 く表れている。 さらに少子化や 高学

歴志 向の社 会的 な風潮 もあ り、専 門高校 の在 り方 を根 本的に考 えね ばな らない時代 とな って

いる。

これ らを踏 まえ、東京都では当面する教育課題 に 「都 立高校改革」 や 「中途退学 問題」 な

どを取 り上 げ、行政 ・学校 ともに解 決に向 けて取 り組 んでいる。その 中で 、特 に学校 の シス

テムや教育活動 を見直 し、「開か れた学校」へ の改善 を行い、生徒 主体 の学校 、保 護者 や 地

域社会 か ら信頼 される学校づ くりに取 り組む必要がある。

ここで 「開かれた学校」 とは、第一 は、学校の教育課程 ・組織運営 ・教職員 と生徒 の心 を

開か れた ものに変 革する こと(学 校 の内側 を開 く)で ある。第二 は、地域の人材 を活用 す る

と ともに地域 の諸学校 間の連携 や企業 ・公共機関等 との連携協力 を推進す ること(連 携 ・協

力で きる学校)で ある。第三 は、地域社会への学校施設 の開放や学校の教育文化情報 を提 供

す るこ と(地 域社会へ の貢献 と支援)で ある。 これ らの実現 に向けて現在、多 くの専門 高校

で は、発表会 、展示会 、競技会 な どのいわゆ る 「イベ ン ト」 を取 り入れた教育活動 を展開 し、

地域 とのふれあい 、物づ くりを通 した生徒 の 目的意識 の向上、基礎 ・基本の確 実 な習得 、創

造性の育成 な ど多様 な効果 を上 げるよう努力 している。

そ こで、 これ らのイベ ン トを取 り入れた教育活動が 、どれ だけの教育的効果 を上げて い る

か を知 るため、東京都の各専 門高校 を対象 として、イベ ン トへの取 組みや参加状 況等 につ い

ての アンケー ト調査 を実施 した。そ して、実践事例 も参考 に して、今 後の学校教 育 にお け る

イベ ン トの位置付 けについて考察 を行った。

2研 究 の内容 と方 法

(1)調 査対象

都立 の農業 ・工業 高校 の全学科 にア ンケー ト調査 を依頼 した。回収率 は72%で あった。

表m1各 科 によるア ンケー ト調査 回収結果

機 械 系 20科 化 学 系 7科 農 業 系 7科

電 気 系 15科 総合技術系 5科 デ ザ イ ン系 7科

電 子 系 6科
1

建設 ・建築系 8科
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(2)調 査 内容

ア イベ ン トへ の参 加 状 況

イ イベ ン ト参 加 に取 り組 むた め の 費用

ウ イベ ン ト参 加 に よ る教 育 的 効 果

工 「地 域 に開 か れ た学 校 づ く り」へ の取 組 み

(3)調 査 時 期

平 成9年7月

(4)調 査 方 法

質 問 紙 法 に よ る調 査(各 質 問 項 目の 回 答 は 、選 択 肢 よ り回 答 す る方 式 また は記 入 方 式 と

した 。)

3調 査 結 果 と考 察

(1>イ ベ ン トへの 参 加 状 況

ア イ ベ ン トの 種 類

回収 した ア ンケ ー トの うち 、69%の 科 が イベ ン トに参 加 して い る こ とが分 か っ た 。

イ ベ ン トを体 系 別 に み る と、競 技 系(勝 ち抜 き ・タ イ ム レー ス)と 展 示 系(発 表 会 ・

展 示 会)の 二 つ に 分 け る こ とが で きる。

主 な イベ ン トの 種類 は 表II-2の 通 りで あ る 。

表II-2お も な イベ ン トの種 類

イベ ン ト名 主催者 開催日 競技系 展示系

工業技術の祭典 東京都工業高等学校長協会 7/26^-30 0

すみだテクノフェア すみだテクノ7エア委員会 11/8^-9 0

都立高等学校産業教育フェスティバル 東京都教育委員会 11/12^-14 0

全国相撲ロボット大会 全国工業高等学校長協会 9/18 0

エ コノパ ワー燃費競技全国大会 ○○○○株式会社 10/18^-19 0

建設業フェスティバル 東京建設業協会 11/13^-15 0

川崎ロボ ット大会 川崎市産業振興財団 8/24 0

荒川区産業展 荒川区産業振興課 3月 0

プログラムコンテス ト 全国工業高等学校長協会 8月 0
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イ 体 系 別 参 加 状 況

イベ ン トに参 加 してい る各科 に とって 、

競 技 系 イベ ン トは、 ク ラ ブ活 動 の 日頃 の

成 果 を発 表 す る場 と考 え、 展 示系 イ ベ ン

トは 、授 業 の 成 果 を発 表 す る場 と して と

ら えて い る。 また 、 展 示 系 イベ ン トが6

割 近 くに な っ てい るの は、 生徒 一 人 一 人

の 学 習 して きた内 容 が 、ス ム ー ズ に イベ

ン トの 展 示 に生 か され るた め で あ ろ う。

ウ 参 加 目的

競技系43%

展示系57%

図II-1体 系別参加状況

競技 系 イベ ン トでは、創造性 を養 うことと技術 ・技 能の習得 を、展示系イベ ン トでは、

学校のPRや 専門分野への動機付 け を主 な参加 目的 と して とらえていた。 これは、競技

系 イベ ン トで は、生徒一人一人の能力や創造性 な どを伸 ばす ことに力点 を置 き、展示 系

イベ ン トで は、学校のPRや 授 業の動機付 けなど、 日頃の学習活動 の延 長線 上に力点 が

置かれてい るためであ ろう。

学校PR13% 創 造性

養う30%

付け25%麟 技術技能修得32%

図II-2競 技系 イベ ン ト

創造性養う亟] .技術技能

学 校PR42%修 得13%

専門動機付け29%

図II-3展 示 系 イベ ン ト

② イベ ン ト参加に取 り組 むための費用

ア 費用総 額

費用 総額 について、展示系 イベ ン トで は1万 円以下が半 数を越 えるの に対 し、競技 系

イベ ン トでは6割 以上が5万 円を越 えていた。 これは競技系 イベ ン トで は、異 なった イ

ベ ン ト内容にその都 度対応 しなければな らない ことか ら、多 くの費用が必要であ る と考

えられる。

5h円 越63% 欄劉

細
図II-4競 技系 イベ ン ト

匝 亟藝巫]

5万 円 以 下32%

1万 円 以

下51%

図II-5展 示系 イベ ン ト
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イ 費 用 支 出

競 技 系 イベ ン ト ・展 示 系 イベ ン トと もに 、費 用 の ほ とん どは学 校 か ら支 出 されて い る。

しか し、 学校 だ け で は 費用 を まか ない きれず 、特 に競 技 系 イベ ン トに お い て は 、個 人 の

支 出 に頼 っ て い る割合 が 約3割(生 徒 ・教 師合 わせ て)で あ る こ とが分 か っ た 。 この こ

とは 、今 後 大 き な課題 と して考 え る必 要 が あ る。

教員 生徒16%

12%

学校72%

図1競 技系 イベ ン ト

聾 生徒9%

.学 校87%

図II-7展 示系 イベ ン ト

(3)イ ベ ン ト参 加 に よ る教 育 的 効果

ア 参 加 生 徒 に関 して

競 技 系 イベ ン ト ・展 示系 イ ベ ン トと も に、参 加 生 徒 が 物 づ く りへ の 興 味 ・関 心 や 就 職

意 欲 を増 して い る こ とが分 か っ た 。 この こ とか ら、 イベ ン トを取 り入 れ た 教 育 活 動 は 効

果 的 で あ る と考 え られ る。

就職意
欲増8%

1進学率増2%【

'物 づ くり興 味

、関 心 増90%

進学率増5%効 果なし2%

就職意

欲増38%

物づくり興 味
:関 心 増55%

図II-8競 技系イベン ト 図1-9展 示系イベン ト

イ 参加者以外の生徒 に関 して

イベ ン トに参加 していない生徒 に対 して も、物づ くりへ の興味 ・関心が増 し、や る気

の ある生徒が増 してい ることが分かった。

効果なし15%
物づくり興味

関心増21%

や る気増64%

図II-10競 技系 イベ ン ト

効果なし17%

や る気

増14%

物 づ くり興味

関心 増69%

図1工一11展 示系 イベ ン ト
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ウ 学 校 に 関 して

学 校 の 知 名度 が 増 した とい う回 答 が 、競 技 系 イベ ン ト ・展 示系 イベ ン トと もに8割 以

上 に達 して い た 。 どち ら も、学 校 のPRに 大 き く貢 献 して い る こ とが 分 か った 。

入試倍
率増3%

効果 なし15%

学校知名度増82%

図II-12競 技系 イベ ン ト

(4)「 地域に開 かれた学校づ くり」 への取組 み

多 くの学校 では、文化祭 ・体育祭 な ど学

校行事 とい うイベ ン トを行 うことや公 開講

座や市民講 師導入 などを積極 的 に行 うこ と

によ り、学校外 との 交流 を図 り、 「地域 に

開かれた学校づ くり」 を 目指 している こ と

が分 かった。

入試倍

率増7%
効果なし9%

学校知名度増84%

図II-13展 示 系イベ ン ト

市民講師

他の学校 導入13%公 開講座
行事9%37%

体 育 祭

11°lo 文化祭30%

図II-14地 域 に開 かれた学校づ くり

4事 例研究

(t)事 例1

都立F工 業高校 では 、「開 かれ た教育 」 を

推進す るため、創造性 ・問題解決能力の育 成

を重視 した学習活動 に力 を注いでいる。そ の

一環 として
、毎年2月 に、1・2年 生や地域

の入々を対象 に して3年 生が 日頃培 って きた

教 養や知識 ・技術 の成果 を発表す るイベ ン ト

を行 ってい る。

発表す る生徒 は、発表原稿の作成や発 表練

習 を通 して、知識 や教養が さ らに深 ま り、一

生徒 が主体的 に取 り組 む地域 に開かれた学校づ くり

写真1-1

段 と ものづ くりに対 す る興 味 ・関 心 を増 した 。 ま た 、何 事 に も積 極 的 に取 り組 む 姿 勢 が 表

れ る よ うに な っ た 。1・2年 生 は、 発 表 を聞 くこ とに よ り、 今 後 の 学校 生 活 にお い て 明 確

な 目的意 識 を もつ こ とが で きた。 また 、 ものづ くりや科学 に対 して も興味 ・関心 が高 くな っ

て きた 。地 域 の 人 々 に は 、学 校 へ の 関心 を もっ て も らう と と も に、今 まで抱 い て い た 専 門

高 校 の イメ ー ジを一 掃 し、具 体 的 に専 門 高校 の 内容 を理 解 して も ら う こ とが で きた 。 こ の

イベ ン トは 学校 行 事 の一 環 と して 行 わ れ 、生 徒 が 主 体 とな って 企 画 ・運営 され て い る。 ま

た 、 教 師 は 生徒 の 自主 性 を重 ん じ、 助言 を与 え る だ け に とどめ て い る。
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(2)事 例2

都立G工 業高校 では、基礎 ・基本的な教養

や知識 ・技術 を習得 させ る とともに、一人一

人の特性 や進路希望 に対応 した教育課程 に よ

り、創造性 豊かな技術者の育成を行 っている。

また、入学 時 よ り大学 ・短大等への継続教育

を視野 に入れた教育活動 が行 われてい る。

また、生徒 の 自主性 を重 ん じなが ら組 織 的

な クラブ活動(情 報系の生徒の約2割)を 行 っ

ている。特 に、無線部 ・コンピュータ部 ㌦ロ

「将 来 の ス ペ シ ャ リス ト」 に 向 けての 取 組 み

写真II-2

ポ ッ ト部 ・情報処理部等 の技術系 クラブは、それぞれ3年 間通 したテーマを持 ち、1年 時

か ら効率 的 に運営 され、技術的 な基礎学力の習得 か らイベ ン ト参加(全 日本相撲 ロボ ッ ト

大 会、す みだテ クノフェア、 日本設計工学会等)の ための ものづ くり、そ して、 さらに高

度 な技術 の習得や後輩への技術指導 などの活動 を積極的 に行 っている。

この活 動の効 果 と して、 ものづ くりや科学 に対す る興味 ・関心が高 ま り、 目的意識 の 明

確 な生徒 が増 えて きた。 これに伴い 、進学 においては、4年 制大学へ の進学者 が増加(平

成8年 度7名)し た。就職 において も、進路意識 を高め るなど、充実 した進路指導 が行 わ

れ るようになった。 また、何事 に も自信が持 てなかった生徒が、 自己の存在価値 を見 い出

す ようにな った。そ して、 目的意識 を しっか り持った生徒が多 く入学 して くるようにもなっ

て きた。

(3)事 例3地 域 に根 ざ した学校づ くり

都立H農 業高校 では、昨年度 より地域 の

児童館の依頼 によ り、小学1年 生か ら3年

生 を対象 と した 「食品製造教室」 とい うイ

ベ ン ト(参 加入数20名)を 年2回 、土曜 日

の午後 に開い てい る。講師 として食品製 造

科の教師2名 、児童 に直接指導 を行 う助 手

と して、希望す る生徒15名 程度が参加 し

てい る。

昨年度は 、パ イン缶詰 ・ロールパ ン ・ア

イスク リーム ・電子顕微鏡での観察 を行 っ 写真1-3

た 。今 年 度 は、 味 噌 の 仕 込 み と乳 酸 飲 料 の 製造 を6月 に実 施 し、2月 に は 、 味 噌 の 仕 上 げ

(パ ック詰 め)と リ ンゴ ジ ャ ムの 製 造 を行 う。

児 童 の 感 想 は、 「初 め て 自分 で作 っ て ドキ ドキ した 」 「もっ とい ろ い ろ な物 を作 りた い 」

「お姉 さん に親 切 に して も らった 」 「ま た参 加 した い」 な ど、 大 変 好 評 で あ った 。

助 手 と して 参 加 した 生徒 は 、 「児 童 た ち は食 品 製 造 に関心 が 高 く、 い ろ い ろ な 質 問 を し

て くるの で 、 回答 に困 った こ と もあ っ た。」 とい う感 想 を述 べ て い る 。 そ の 結 果 と して 、

事 前 に 食品 の 製 造 方 法 につ い て の復 習 や 質 問へ の対 応 を準 備 す る な ど、 積 極 的 に学 習 し よ
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うとする態度が育ち、 日頃の学 習に もその効果が表れて きた。 また、幼 い子 に対す る優 し

さやいたわ りの心 が 自然 に培 われ、 自分 をあ らためて見 つめ直す機会 となっている。

5研 究 の ま とめ

ア ンケ ー ト調査 で は 、 イベ ン トの教 育 的 効 果 につ い て 、専 門高 校 の 根 本 で あ る 「もの づ く

りに興 味 ・関心 が 高 まっ た」 とい う回答 が 多 く、 十分 効 果 が上 が っ てい る こ とが 分 か っ た 。

ま た 、参 加 して い な い生 徒 か ら も、 「ものづ く りに興 味 ・関 心 が増 え た」 「や る気 が 増 した」

とい う回 答 が 多 く得 られ 、 そ の影 響 力 の 大 き さが分 か っ た 。

競 技 系 イベ ン トの参 加 目的 と して 「学校 のPR」 と回答 した割 合 が 少 なか った の に対 し、

学 校 に 関す る効 果 と して 「学 校 の 知 名 度 が増 した」 と回答 した割 合 は 大 きか った 。 これ は 、

学 校 のPRを 意 識 しな くて も、 イベ ン トに参 加 す る こ とに よ りそ の 役 割 を十 分 果 た した た め

と考 え られ る 。

事 例 研 究 か ら も分 か る よ うに、 イベ ン トを通 して培 われ た力 を発 揮 す る 場 と して 、 「地 域

の 人 々 に対 しての イベ ン ト」 を行 う こ とが 考 え られ る。 生 徒 は教 わ る側 か ら教 え る側 へ と立

場 を変 え る こ とで 、 満 足 感 や 成 就 感 を得 る こ とが で きる。 また 、 表現 力 も身 に付 け る こ とが

で き、 今 まで 以 上 に教 育 的 効 果 が 上 が る と確 信 す る。

また 、今 まで の 調 査 結 果 か ら、 生徒 が なか なか 興 味 ・関 心 を示 さな か っ た テ ー マ に つ い て

も、 イベ ン トを取 り入 れ る こ とに よ り、 その 効 果 が期 待 で きる と考 え る 。例 えば 「環 境 問題」

を テ ー マ と して イベ ン トを行 え ば 、生 徒 一 人 一 人 が よ り身 近 な 問題 と して 「環 境 問 題 」 と 向

き合 う よ うに な り、 保 護 者 や 地域 の 人 々 に もそ の 効果 が 広 が り、今 ま で以 上 に 「環 境 問題 」

へ の 興 味 ・関心 が 高 くなる こ とが期 待 され る。

さ らに 、 「開 か れ た学 校 づ く り」 の 一つ と して 、 イベ ン トに取 り組 む た め の ノ ウ ハ ウ を各

学 校 で し まい 込 む の で は な く情 報 を互 い に公 開 し共 有 化 す る必 要 が あ る。 そ の 方 法 と して 、

情 報 を一 括 して収 集 す る部 門 を設 け 、 イベ ン トに取 り組 ん だ内 容(費 用 、 図 面 、 製 作 手 順 、

参 考 文 献 、材 料 の調 達 方 法 な ど)を 報 告 す る こ とが 考 え られ る。 情 報 を公 開 す る方 法 と して

は、 イ ン ター ネ ッ トに載 せ た り、 ま とめ た 資料 を配 布 す る こ と な どが 考 え られ る 。 この こ と

に よ り、新 た に イベ ン トに参 加 す る学校 は 、 イベ ン トへ の 取 組 み が 容 易 に な り、 さ ら に もの

づ く りへ の 関 心 が 高 ま る に違 い ない 。
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おわ りに

本部会 は、「社会 の変化 に対応 した職業教育の推進 と開かれた学校づ くり」 を主題 に、「社 会

の変化 に対応す る教育」、「開かれた学校づ くり」の副題 を設定 し、研究 に取 り組 んだ 。

「社会 の変化 に対応す る教育」 は、第!5期 中央教育審議会の第一次答 申にお いて取 り上 げ ら

れてい るこ とであ る。 これか らの社会 は、変化 の激 しい、先行 き不透明 な時代であ る。その社

会 に対応す る教育 として、国際化 ・情報化 ・科学技術の発展 ・環境問題 に対応す る教育 が必要

であ る。本研究のね らいは、「社会 の変化 に対 応する教育」が 、都 内 の農業 高校 と工 業高 校 に

おいて、 ど う取 り組 まれているか を調査 し、今後 の課題 を検討 するこ とであ った。

調査 に当たって は、「科学技術 の発展」 と 「環境 問題」の2分 野 に絞 り、 ア ンケ ー ト調 査 を

行 った。 いずれ も、農業高校 と工 業高校 を対象 と し、 どの ような取組み がな されているか、 そ

の現状 と問題点 を検討 した。そ して、 この結果 を もとに授 業実践 ・事例研究 を行 った。

「科学技術の発展」 に関 しては、調査研究の結果か ら、各学校 では、ほ とん どの教 師が科学

技術の発展 に対応 した教育 を行 う必要性 を感 じていることが分かった。また、市民講 師制度 の

活用や学校以外の社会教育施設、企業な どの見学が有効であ ることが分 かった。そ して、適 切

な指導方法 の開発 も望 まれてい ることが分かった。

「環境 問題」 につ いて も、各学校で様々な実践や取組みが行われていた。今後 、環境 問題 は

ます ます 、社会 的に取 り上 げ られてい くことが予想 され るため、農業 ・工業 高校 では環境 問題

に対 し積極 的に取 り組 む必要性があ ることを痛感 した。

次 に、「開かれた学校づ くり」 について も調査研究 を行 った。その中で は 、い わ ゆ る 「イベ

ン ト」 を取 り入れた教育活動 、開か れた学校づ くりについて、各学校 の現状 を調査 し、事 例研

究 を行 った。特 に、イベ ン トへの取組み状況については、都内の農業 ・工業 高校 の参 加状況 、

費用 、各学校での教育効果の面か ら調査研 究を行 った。その結果、各学校 がイベ ン トに積極 的

に参加 しつつあ るこ とが分 かった。 また、 イベ ン トへの参加 は、生徒 の興味 ・関心 ・意欲 を高

め るとい う点で教育効果が非常 に大 きい ものであるこ とが分か った。

これか らの専門高校 では、科学技術の発展 や環境問題 に対応す る教育の充実が求め られ る。

また、職業教育 におい ては、ます ます新 しい技術 や最先端の実験 ・実習設備の導入が行 われて

い く。 こ うした社会 の変 化に対応 した職業教 育 を推進す るため には、教 師 自身の研 修 と指導 方

法の工夫が必要で ある と考 える。一方、 これか らの専 門高校 は、「開か れた学 校」 と して 、 よ

り一層 、地域社会 に貢献 していか なければな らない。公開講座の実施や学校 施設の開放 な どに

よ り、学校 を外 に向 けて開 くとい うことは もちろんであ るが 、生徒が学 習に対する意欲をもち、

主体的 に学習 に取 り組 む ことがで きるよう、生徒 に向けて開かれた学校 づ く りを更に進め る必

要が ある。 また、市民講 師の導入、様 々なイベ ン トへの参加 、企業見学 な どによる地域社会 と

連携 は、開かれた学校づ くりの方策の一つ として効果があ ると考 える。

本研究 では、「社会の変化 に対応 する教育」、「開かれた学校づ くり」 につ いて研 究 したが 、

今後 は、国際化や情報化 に対応 した職業教育 の在 り方 、生徒 に開かれた学校 づ くりについ て更

に研究 を進 めてい きたい。最後 に、本報告集 をまとめるにあ た り、 ご協 力 ・ご助言 を頂い た関

係者の方 々に心か ら感謝致 します。
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